
令和 3 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度ホームページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】
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○ ○

○

家族との面会や地域の人との交流、外出支援など制限されることが多いコロナ禍の下、事業所では家族との関係
を断つことがないように、利用者に電話やオンラインでの面会で会話をしていただいたり、家族に写真付きのお便り
や電話などを通して近況の報告を行っておられます。利用者のストレスがたまらないように、職員は主体的に運動
やレクリエーションなどを学ばれ、それぞれが得意な分野で力を発揮しておられます。利用者には体操の手本に
なってもらわれたり、号令をかけてもらわれるなど、力を活かす発言や発表の場面を多く作られ、職員の明るい声か
けで、利用者同士もお互いの頑張りや出来栄えを認め合われ、冗談を交わされるなど、利用者と職員が一緒に笑
顔で楽しめる活動を支援されています。利用者の状態の変化に気づかれた時は、管理者や職員が情報を共有さ
れ、それに応じた対応を検討されて、チームとして支援に取組む力をつけておられます。

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
(参考項目：29）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

62

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
(参考項目：31．32）

60

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

69

61
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
(参考項目：50)

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
(参考項目：12．13）

1. ほぼ全ての利用者が
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
(参考項目：5）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
(参考項目：38．39）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

58
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
(参考項目：19．39)

1. 毎日ある

65

4. ほとんどない

59
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
(参考項目：39)

1. ほぼ全ての利用者が

66
3. 利用者の１/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
(参考項目：2．21）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

4. ほとんどできていない

57
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
(参考項目：24．25．26）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

64

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
(参考項目：10．11．20）

山口県山口市吉敷下東３丁目１番１号　山口県総合保健会館内
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4. ほとんど掴んでいない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～56で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

所在地

評価機関名

自己評価作成日 評価結果市町受理日令和３年５月 令和３年９月１７日

1  自己評価及び外部評価結果

3570200992

法人名 株式会社レナール

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

調査実施日 令和３年6月22日

当グループホームは宇部市の中心部に位置し、宇部線の琴芝駅から５分の所にあり、交通の便も良くご家族や親
戚、ボランティア様等に訪問して頂き易い環境です。複合施設の２階に位置しており、窓からは公園や電車が見
え、季節の移り変わりや、子供達が遊ぶ姿を見ることもできます。窓から桜も見れ、施設に居ながら花見も行えま
す。また、歩いて行ける場所に公園が２ヶ所、交流のある保育園、福祉会館があり、季節の花々を見たり、保育園児
とのふれあいに出かけていますが、今年は新型コロナ感染予防の為に、保育園への訪問は自粛しました。春には
卒園される園児達が当施設の玄関先に訪問され、短い時間でしたが交流を行いました。日常では食事作りや配
膳、片付け、洗濯物干しや洗濯物たたみなど、これまでの経験や得意な事に力を発揮できるような支援を行ってい
ます。自治会と災害時の一時避難書の覚書を交わして地域とのつながりをf深めています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

山口県宇部市寿町三丁目二番五号所在地

グループホーム　オアシスことしば事業所名

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



グループホーム　オアシスことしば

自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○評価の意義の理解と活用
運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具体
的な改善に取り組んでいる。

外部評価

実践状況

ユニットごとに具体的な目標を掲げ、事業所
に掲示しています。利用者、職員、来訪者が
いつでも見る事ができ、日々のケアの振り返
りにしています。また理念はユニット内に掲
示してあり、理念とともに支援の在り方を実践
につなげています。

地域密着型サービスの意義をふまえた理念
をつくり、事業所内に掲示している。理念に
添ってユニット毎に具体的な目標を掲げて、
家族や地域と共に支え合い、利用者と向き
合ったケアの実践を通して、笑顔や笑い声が
あふれる日々が過ごせるよう取組んでいる。
職員は研修に参加して知識の習得に努め、
利用者との信頼関係のもと、利用者主体のレ
クリエーションの場を設けるなど、理念の実践
に取組んでいる。

新型コロナウィルスの影響もあり行事の中止
が多い中、感染対策をしっかり行い、保育園
の訪問（施設入口）があり、次回の交流、触
れ合いを楽しみにされています。

自治会に加入し、地区のふれあいセンターの
雛祭りに、スタッフのひな人形を貸し出して参
加している。今年は新型コロナ感染予防の
為、他の行事には参加していない。この1年
はコロナ禍の影響でボランティアの来訪は中
止しているが、連絡は取り合っている。保育園
児が七夕や敬老の日、卒園前にプレゼントを
持参して来訪している。利用者は、近隣の花
見等の散歩時には地域の人とあいさつを交
わし、近所のコンビニエンスストアでの買い物
では、店員や買い物客がドアを開けて車いす
が通りやすいように配慮してくれ、あいさつや
お礼を笑顔で交わすなど、日常的に交流して
いる。

見学は新型コロナウィルス感染予防の為、入
居が決まった方以外は中止していますが、
電話での相談などは随時行っています。新
型コロナウィルス感染予防の為、施設見学や
説明会などは実施できませんでした。

自
己

外
部

項　　目
自己評価

管理者は、カンファレンス時に評価の意義を
職員に説明し、職員が項目を分担して検討
し、ユニットの管理者２人でまとめている。前
回の外部評価結果を基に目標達成計画を立
て、自己評価の際には具体的な記述を心が
け、日々のケアを振り返るように取組んでい
る。

全職員で自己評価に取り組んでいます。評
価の意義を理解し、日々の介護の振り返りに
つながっています。

・評価を活かした取り組み

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



グループホーム　オアシスことしば

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

5 （4） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

6 （5） ○市町との連携
市町担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる

7 （6） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

8 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

9 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

利用者の状況報告、職員の異動。活動報
告、外部評価の取り組み、身体拘束適正化
委員会等行い、サービスの向上に努めてい
ます。

会議は2ヶ月に1回開催し、身体拘束適正化
委員会を同時に実施している。この1年はコロ
ナ禍にあり、市担当者と連携をとり、近況報告
(利用者状況、行事報告、職員状況)やヒアリ
ハット、事故報告、身体拘束適正化委員会報
告、外部評価結果等の書面報告としている。
メンバーと個別に相談して､保育園児との交
流を検討したり、コロナウイルスのワクチン接
種の時期や相談の受付などを事前に伝え、
安心感を得られるように努めている。

運営に関する疑問や介護保険に関する家
族からの相談には、市の担当者に電話で相
談し回答を頂くようにしています。運営推進
会議は新型コロナウィルス感染予防の為、書
面で報告を行っています。

市担当者とは、運営推進会議の持ち方などを
電話で相談をしたり、情報交換をして助言を
受け、協力関係を築くよう取組んでいる。地域
包括支援センターは同一法人内にあり、情報
の提供を受けたり、必要時には相談をして、
連携を図っている。

グループホーム内で身体拘束をしないケア
について、定期的な研修を行い知識、理解
を深め実践に取り組んでいます。玄関の施
錠については利用者の安全の為、家族の理
解を得て実践しています。実践内容につい
ては身体拘束適正化委員会で報告、協議し
ています。

職員は、年１回、ユニット内で資料を作成する
などして内部研修で学び、、身体拘束をしな
いケアの実践に取り組んでいる。運営推進会
議時に行う身体拘束適正化委員会は、今年
は新型コロナ感染予防の為、開催していない
が、家族を含むメンバーに、書面で、日中は
施錠しないで良い状態になったことや、セン
サーマット等の使用目的や使用の状況などの
現状報告をしている。スピーチロックや行動制
限など気になるところがある時には、その都
度、管理者が指導や注意をしている。

施設内で不適切な介護を行わないように情
報を共有し、適切な介助方法や対応を話し
合っています。

①現在後見制度を利用されている方はいま
せんが、パンフレットを用意して相談に応じ
ていけるように準備し、学んでいます。
②現在、成年後見制度を利用されている方
が居られます。これからも理解を深めていく
為の勉強に努めていきます。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



グループホーム　オアシスことしば

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

10 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

11 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等からの相談、苦情の受付体制や
処理手続きを定め周知するとともに、意見や要望
を管理者や職員ならびに外部者へ表せる機会を
設け、それらを運営に反映させている

12 （8） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

13 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

契約の際は契約書を読みながら説明し、そ
の都度、質問にお答えしています。介護保
険改定の際は、文書でご家族に通知し説
明・同意書の提出をお願いしています。

苦情相談窓口を設け、施設内に掲示して受
付体制を整えています。家族や利用者から
の意見や要望は、その都度、施設内で協議
し、反映できる体制を整えています。必要に
応じて運営推進会議で報告しています。

契約時に相談や苦情の受付体制や処理手
続き、第三者委員などを利用者と家族に説明
している。事業所だよりを年4回（定期）と何か
あるとき（随時）に送って、意見や要望を出や
すいように工夫している。面会時やケアプラン
の説明時、電話、メール、ラインで家族からの
意見や要望を聞いている。意見や苦情があ
れば業務日誌に記録し、スタッフ全員に伝達
して共有している。家族の要望を受け、入院
後の移設に関する調整を行ったり、コロナ渦
で面会できないため、聖書の勉強を電話でで
きるよう資料のファイリングをするなど、支援に
反映させている。

カンファレンスにて業務やケアの改善やアイ
デアを職員が出し合い、管理者に伝えて反
映させています。必要な時はいつでも相談
でき、その都度、対応し反映させています。

管理者は、月1回のユニット会議や毎日の申
し送りで職員の意見や提案を聞いている。日
常の業務の中でも意見や提案を出しやすい
雰囲気作りに努め、意見を記入する用紙を管
理者が常に確認して検討している。必要によ
り月1回の法人の幹部会議で報告し検討をし
ている。職員の意見や提案をケアに反映させ
る他、夜勤者の負担軽減の為、夜間や早朝
の電話対応を他部署直通にするなど、運営
に反映させている。

代表者は、資格取得などの個々の実績を把
握し、給与などに反映させています。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



グループホーム　オアシスことしば

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

14 （9） ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

15 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
16 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

17 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

18 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

①コロナ渦で外部研修への参加は難しかっ
たですが、法人内の研修の他に介護福祉士
会の研修や市主催の研修に参加していま
す。ユニット内での研修も実施しています。
②年間４回の法人内の研修や介護福祉士
会やグループホーム協会の研修に参加して
います。また、各ユニットごとに研修も実施し
ています。

外部研修は、職員に情報を伝え、希望や段
階に応じて勤務の一環として受講の機会を提
供している。この1年では介護福祉士会の感
染症研修や、市主催の高齢者虐待防止研修
会、看護協会の新型コロナウィルス感染対策
研修に参加している。受講後は研修報告書
を提出し、内部研修で復伝したり、資料を
作って職員間で共有している。法人（拠点施
設）研修は、年4回、接遇（アンガーマネジメン
ト）、感染症対策、防災、虐待について実施し
ている。内部研修はユニット毎にカンファレン
ス時に、管理者や職員が講師となって年６
回、感染症、認知症、身体拘束、防災、高齢
者の熱中症について実施している。新人は
日々の業務の中で管理者や先輩職員から介
護の知識や技術を学んでいる。資格取得に
ついては受講しやすいよう勤務の配慮をして
いる。

施設がグループホーム協会に所属し、勉強
会に参加しています。そこで県内の他施設と
の交流や情報交換を行いましたが、今年は
新型コロナウィルス感染予防の為に参加で
きていません。

本人の今までの生活や家族の事・仕事歴等
をゆっくりと伺い、不安や要望が自然に話せ
るよう雰囲気作りに心がけています。傾聴し
受容する事で安心感を持って頂けるようにし
ています。

家族の困りごとや不安・要望等をゆっくりと伺
い、不安が解消するように事例等をあげてわ
かりやすく説明しお話をしています。いつで
も相談に応じることを説明し、信頼関係を築
けるようにしています。

相談を受けた際、本人の状況や家族の要望
が、グループホームで対応できるか見極め、
他の支援も含め情報提供を行っています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

19 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

20 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

21 （10） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

22 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

23 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

掃除や洗濯たたみなど、お互いが感謝やね
ぎらいの言葉をかけ合いながら、共に生活し
ていく関係を築いています。

①面会ができない中で、家族との関係が疎
遠にならないように電話や便りなどで近況を
報告し、本人と会話をしていただいていま
す。リモートでの面会を３パターン用意して
実施しています。
②新型コロナウィルス感染予防の為、面会中
止継続中。本人の近況と写真を添えて月に
１回、家族に発送しています。必要品や嗜好
品の購入等をお願いするなど協力して頂い
ています。

①コロナ渦のため行動制限があり、なじみの
場所へ行くことはできませんでしたが、会話
の中で回想していただけるように支援してい
ます。
②本人の馴染みの場所や人を日頃の会話
や記録等から得た情報を職員間で共有・把
握しています。毎日の生活の場面毎に話題
にしています。リモート面会を検討中です

コロナ禍にあって、家族の面会は感染状況に
合わせて、ホールで行ったり、リモート面会を
実施するなど工夫している。電話や手紙での
交流を支援している。管理者が利用者の写真
と近況報告を毎月の請求書に同封して家族
に伝え、家族から差入れがあったときには、
直接本人から電話やライン等でお礼が伝えら
れるように支援している。外出中止で教会の
礼拝に参加できない利用者に、家族の協力
を得て、電話で聖書の勉強をしたり、毎日、ミ
サや讃美歌のCDを聞けるように支援してい
る。拠点施設の有料老人ホームに入居されて
いるご主人との面会を利用者様の体調の良
い時に行うなど、馴染みの人や場との関係継
続の支援をしている。

利用者同士の関係が深まるように、全体での
活動や日頃のふれあいや他者の頑張りを応
援するなど声かけ合っています。食堂や廊
下ソファーで利用者同士が不安を相談した
り、慰め合う様子も日常的に見られ、支え合
う関係が築けています

サービス利用が終了後も、電話などで相談
に応じることが出来るようにしています。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



グループホーム　オアシスことしば

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
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己

外
部
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自己評価

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
24 （11） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

25 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

26 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

27 （12） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

利用者との個別の会話からヒアリングし、また
行動観察し思いや意向を把握する様に努め
ています。困難な方には表情やしぐさ・態度
から意向に沿っているのか判断し、検討して
います。

入居時に基本情報シートやフェィスシートを
活用して、利用者や家族の思いや意向の把
握をしている。日々の関わり合いの中での利
用者の表情や言動を経過記録に記録し、利
用者一人ひとりの思いや意向の把握に努め、
申し送り簿やカンファレンス記録で共有してい
る。把握が困難な場合は、カンファレンスで全
職員で話し合い、本人本位に検討している。

これまでの暮らし方や趣味、嗜好等、本人や
家族、ケアマネジャーから伺い、入居時に介
護方針を立てて職員間で共有し、把握に努
めています。

一日の過ごし方、心身状態など、タブレット
に記録し、職員間で共有。現状の把握に努
めています。体調の変化や認知症の進行等
に対応し、一日の過ごし方も検討していま
す。

介護計画は3ヶ月毎にモニタリングし、現状
に即しているかなど検討し、見直していま
す。ご本人の言動、要望、変化等を毎月の
カンファレンスやその都度、職員で話し合
い、介護計画に反映させています。

利用者や家族の思いや要望を聞き、業務日
誌に記録し、主治医や訪問看護師の意見を
参考にして、月に1回のカンファレンスで職員
が話し合って介護計画を作成している。タブ
レットを活用する介護計画とは別に、短期目
標を印刷して、常に職員がケアをチェツクして
いる。管理者や利用者を担当する職員が3か
月に1回モニタリングを行い、6か月毎に計画
の見直をしている。本人の状態や家族の要望
に変化があった場合は、その都度見直し、現
状に即した介護計画を作成している。
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自
己

外
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28 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

29 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

30 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

31 （13） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

32 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

タブレットに個々の経過や状態の変化、気付
きを記録し、その都度ケアの見直し・実践し
ています。ご本人の言動、要望、変化等をカ
ンファレンスや必要時には職員で話し合い、
介護計画に反映させています。

医療連携体制を活かし、定期的な訪問診療
や訪問看護。日々の観察にて体調悪化時の
早期の入院までの対応、支援に取り組んで
います。認知症や身体機能の低下には、福
祉用具を適正に使用できる体制を取ってい
ます。

民生委員、自治会長、保育園の園長、地域
のお世話役の方に運営推進会議の委員に
なって頂き、地域の行事や、公民館行事の
案内を受け参加していましたが、現在は新
型コロナウィルス感染予防の為、地域の行事
の参加・交流、ボランティアの訪問等、控え
ている状況です。

事業所の医療機関の訪問診療のほかに、訪
問歯科診療、形成外科の在宅診療、家族の
協力を得ながら眼科の受診を利用し適切な
医療を受けられるように支援しています。専
門意の受診が必要な時には主治医と家族
で、相談し適切な診療が受けられるように支
援しています。

本人や家族の希望により協力医療機関をか
かりつけ医とし、月1回訪問診療を受けてい
る。緊急時や夜間、休日は24時間オンコール
体制で対応している。歯科は月1回、訪問診
療があり、必要に応じて形成外科の往診や、
家族である皮膚科医の協力を得ての訪問診
療がある。その他の科の受診は事業所が支
援している他、家族の協力も得ている。診察
結果は家族に電話で報告し、申し送りノート
や業務日誌に記録して職員間で共有してい
る。月2回訪問看護師による健康観察があり、
状態に変化があれば協力医療機関と連携し
て適切な医療が受けられるよう支援している。

訪問看護職員やユニット内の看護師との相
談や情報交換をしながら看護を受けたり、適
切な受診のアドバイスをもらっています。
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33 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

34 （14） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

35 （15） ○事故防止の取り組みや事故発生時の備え

転倒、誤薬、行方不明等を防ぐため、一人ひとり
の状態に応じた事故防止に取り組むとともに、急
変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を
身につけている。

36 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

個々の状態を把握して、適切な福祉用具の
使用や見守り、食事の工夫に取り組んでい
ます。事故発生時には報告書を作成し状況
や原因を明確にし、対策を立てて再発防止
をしています。応急手当や初期対応のマ
ニュアルを作成し勉強しています。

事例が生じた場合は、当日の担当者が、ヒア
リハット、事故報告書に原因や対応、今後の
対応策を記録して管理者に提出している。月
1回のカンファレンスで再度話し合い、個別の
介護計画に反映して、一人ひとりの事故防止
に取り組んでいる。「応急手当や初期対応の
マニュアル」をいつでも見える場所に置き、職
員は個々に学習している。熱中症の症状、予
防、対策について内部研修を行い、利用者
の状態に応じた事故防止には取り組んでいる
が、全職員が応急手当や初期対応の実践力
を身につけているとは言えない。

・全職員が応急手当や初期対応の実
践力を身につけるための定期的訓練
の実施

重度化や終末期の事業所の方針を契約時
や症状の悪化のある時に説明し、家族の意
向を確認して方針を決定しています。住み
慣れた場所、なじみの職員とできるだけ過ご
せるように取り組んでいます。

「看取りに関する指針」を基に、契約時に事業
所でできる対応について家族に説明をしてい
る。実際に重症化した場合は早い段階から利
用者や家族の意向を聞き、主治医や関係者
との話し合いを行って方針を決めて共有し、
法人や協力医療機関等と連携して支援に取
り組んでいる。

入院時にはサマリーでの情報提供や、不足
の情報は電話や口頭で説明しています。入
院中は治療の経過などを電話などで伺い退
院後の生活がスムーズにいくようにしていま
す。

今年度はコロナウイルスの蔓延もあり避難訓
練や消防訓練の実施が見送られましたが、
防災についてのディスカッションを行い災害
時の対応を全職員が身につけることができる
ようにしています。

この1年は、新型コロナウィルス感染防止のた
め、消防、避難訓練を見送っている。研修の
一環として職員が防災についてディスカッショ
ンし、防災マニュアルの見直しや、事業所の
防災について再確認している。事業所を地域
の人の一時避難場所として活用する覚書を
交わし、初年度に自治会員に周知したが、そ
の後の検討は中断している。

・地域との協力体制の構築
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Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
37 （17） ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

38 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

39 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

40 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

個々の人格を尊重しプライドを傷つけない対
応と声掛けを行っています。特に排せつや
入浴には羞恥心に配慮しています。

内部研修の認知症研修で尊厳の保持、プラ
イバシーの保護について学び、職員は利用
者の誇りやプライバシーを損ねない言葉かけ
に取り組んでいる。気になるところは管理者が
注意している。個人情報の取り扱いに留意
し、守秘義務を遵守するよう取り組んでいる。

本人の希望や思いを普段の表情や会話から
引き出されるように心がけ、生活の些細な場
面で自己決定ができるように働きかけていま
す。

利用者一人一人のペースを大切にして起
床、就寝、休息、入浴などを実施していま
す。また本人の希望を聞きながら活動を進め
ています。

自分で選択できる方には洋服を選んでいた
だいています。難しい方には選びやすい工
夫をしています。化粧品や洋服の購入には
家族にも協力してもらっています。訪問美容
に本人の希望の髪形を伝えています。

特定非営利活動法人やまぐち介護サービス評価調査ネットワーク



グループホーム　オアシスことしば

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

41 （18） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

42 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

43 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

44 （19） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

旬の食材や、行事ごとのメニューで季節感を
感じてもらえるようにしています。忘年会やお
花見弁当など利用者、職員が一緒に楽しく
会食するなど楽しめる時間を作っています。
日々の食事の片付けや食事作りを行って
個々の力を発揮してもらっています。

ご飯と汁物は事業所でつくり、副食は法人か
らの配食を利用している。利用者の状態に合
わせて､1品毎に直前にミキサーにかけて提
供するなどの配慮をしている。食事作りの日
を設け、利用者と一緒に昼食（弁当、カレー、
ちらし寿司、チキンライス、松茸ご飯、栗ご
飯。ピラフ、炊き込みご飯など）を作り、利用者
は野菜を洗う､皮をむく､着る、味見、盛り付
け、テーブル拭き、配膳、後片付けなど、でき
ることを職員と一緒にしている。利用者と職員
は、同じテーブルを囲んで同じものを食べ、
会話をしながら楽しく食事をしている。季節の
行事食(おせち料理、土用のウナギ、冬至の
カボチャ、クリスマスケーキの飾り付け）や毎
月1日の赤飯、法人合同の誕生会での刺身と
ケーキ、月１回のおやつづくり（どら焼き、フ
ルーツゼリー、あんみつ、水ようかん、かき
氷、鈴カステラ、ホットケーキ、杏仁豆腐な
ど)、外出行事の代りの行楽弁当など、食事が
楽しみなものになるよう支援している。

業務記録に食事、水分量を記入して必要量
が摂取できているか確認しています。個々の
力に応じて刻み、ミキサー食を提供し、栄養
が不足がちな方には経口栄養剤を処方して
もらい体重の増減にも気を配っています。自
宅での習慣も継続できるように個々に応じた
支援をしています。

口腔ケアセットの準備や声掛け、個々の能
力に応じて介助をしています。義歯の洗浄も
毎日行えるように支援し、訪問歯科診療も受
けて口腔ケアしています。

排泄表を活用して個々の排泄パターンに合
わせた介助を行って失敗が減るように支援し
ています。排泄用品も時間帯や状態に合わ
せて使用して気持ちよく過ごしてもらえるよう
にしています。

排泄チェック表を活用して、排泄パターンを
把握し、尊厳を損ねない言葉かけや利用者
に合った誘導をして、トイレでの排泄や排泄
の自立に向けた支援をしている。
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グループホーム　オアシスことしば

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

45 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

46 （20） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

47 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

48 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

排泄表への記入、申し送りなどで状態を把
握し水分補給や体操などで自然排便を促し
ています。便秘の際には医師の指示に従っ
て服薬や座薬の使用で排便を促していま
す。

本人の希望やタイミングに合わせて入浴の
声掛けをしています。好みのお湯の温度や
入浴時間、浴槽での歌唱など入浴を楽しん
でもらっています。体調や能力に応じてシャ
ワー浴、足浴、清拭でも清潔保持ができるよ
うに支援しています。

日曜と水曜を除いた毎日、９時３０分から１２
時まで、湯加減や順番など、利用者の希望に
合わせて入浴できる。入浴剤の利用、個人用
の化粧品やオイルの利用、セラミドのかかり
湯、季節のゆず湯、職員との会話、歌を歌う
等、一人ひとりがゆったりとくつろいだ入浴を
楽しめるように支援している。入浴したくない
人には、無理強いしないで入浴時間の変更
や職員の交代、言葉かけの工夫をしている。
利用者の状態に合わせて、清拭や足浴、下
半身シャワー、シャワー浴をなど個々に応じ
た支援をしている。

個々の生活習慣、体調に合わせて日中の休
息や起床時間、就寝時間を支援していま
す。昼夜の区別のため衣類の更衣の介助を
行い、照明も個々の好みに気を配って気持
ちよく眠れるように支援しています。

処方された薬の作用について処方箋を見て
確認しています。症状の変化があったときに
は医師に報告し受診や指示をもらって対応
しています。
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グループホーム　オアシスことしば

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

49 （21） ○活躍できる場面づくり、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

50 （22） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

51 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

個々の生活歴や力を生かして食事作りや片
付け、掃除、洗濯干しや洗濯畳みなど活躍
できる場面を作っています。保育園との交流
や季節ごとの行事、折り紙などの制作、また
得意な活動に取り組んでもらっています。自
室や食堂で好きなおやつや飲み物を楽しん
でいただいたりおやつ作りを行っています。

書き初め、節分の豆まき、おひな様づくり、七
夕の飾り付け、スイカ割り、弥生祭り、敬老
会、クリスマス会、忘年会（焼肉）、雪だるま作
り、誕生会、喫茶（ドリップコーヒーとスイー
ツ）、季節の壁飾りつくり(桜）、幼稚園児との
プレゼント交換、訪問美容、広告紙でごみ箱
つくり、雑巾を縫う、電子ピアノ演奏、合奏、踊
り、そろばん、習字、写経、雑誌や新聞を読
む、皇室アルバムを見る、テレビやＤＶＤ視
聴、動物や歌の番組の録画の視聴、ぬり絵、
貼り絵、ラジオ体操、リハビリ体操、タオル体
操、ダンベル体操、口の体操、歌レク体操、
画像を見ながらの体操、風船バレー、トラン
プ、かるた、双六、立体パズル、おはじき、お
手玉、計算ドリル、漢字ドリル、ジェンガ、言葉
さがし、しりとり、クイズ、掃除(モップで床掃
除、ハンドワイパー掛け)、カーテンの開閉、
シーツ交換、洗濯物干し、洗濯たたみ、食事
の準備や片づけ、昼食づくりやおやつづくり、
ベランダの花の植付けなど、利用者の喜びや
張り合いとなる場面をつくり、楽しみごとや気
分転換の支援をしている。

外出時はマスクの着用や人込みを避けるな
ど、感染対策をしながら散歩や近くのコンビ
ニエンスストアに買い物ができるように支援し
ています。

季節の花見（多世代ふれあいセンターの梅、
児童公園の桜、紅葉)の散歩、コンビニエンス
ストアでの買い物、事業所周辺の散歩などに
出かけている。コロナ渦のため、家族の協力
を得ての外出を含めて外出の機会は制限さ
れているが、事業所内で体を動かす体操や
運動ゲーム（風船バレーやボール投げなど）
で気分転換できるよう工夫している。

個々の力に応じてお金の所持を支援してい
ます。使用については家族や本人と話し合
いを行っています。近くのコンビニエンススト
アや施設内の売店でお菓子の購入を支援し
ています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

52 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

53 （23） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

54 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

55 （24） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

56 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

家族から贈り物が届いたときや、話がしたい
時には職員が支援して電話をかけていま
す。家族や本人の希望に沿って定期的に電
話ができるようにケアプランを立て、年賀状
を本人から家族に出していただいています。
コロナウイルス感染予防対策としてリモートで
の面会も行っています。

施設内は職員が掃除、換気、消毒をして清
潔を保っています。ウイルスを除去する清浄
機も設置してコロナウイルス対策を行ってい
ます。季節に応じた飾りつけや利用者様の
作品を飾って季節感や生活感を取り入れて
います。廊下や食堂にはソファーを配置し、
本やパズル、そろばんなど自由に使えるよう
に配置しています。

共用の広い空間には大きな机や椅子、ソ
ファーをゆったりと配置し、いろいろな人と話
ができるように配慮している。広々としたガラス
窓から公園の木々が展望でき、季節の花や
壁面飾り、利用者の作品などで季節感を感じ
ることができる。利用者が主体的な生活がで
きるよう、パズルなどのレクレーション用具や
雑誌などを自分で取り出せるように収納を工
夫している。新型コロナウイルス対策として空
気清浄機を設置し、消毒や室内の温度や湿
度、換気に配慮して、利用者が安心して心地
よく過ごせるようにしている。

廊下、浴室、トイレ、洗面所には手すりが設
置されており、車いすや歩行器で使用できる
個室トイレ、身長や姿勢に合わせて椅子の
高さやクッションを使用して安全と自立に配
慮しています。各部屋はネームプレートで分
かりやすく表示しています。

ホールや廊下に椅子やソファーを配置して
一人になられたり、利用者様同志会話を楽
しまれたり、職員とも会話できるように配慮し
ています。

自宅で使用していた家具や日用品、手作り
の装飾品を持参していただいています。苑
で作成した作品を飾ったり、家族からの贈り
物や音楽CDやテレビの視聴もできるように
支援しています。

テレビ、時計、椅子、ソファー、CDプレー
ヤー、衣装ケース、鏡、くし、自然に関する図
鑑、聖書、CD、ルーペ等、使い慣れたものや
好みのものを持ち込み、ぬり絵などの自身の
作品や家族写真、造花、ぬいぐるみ、カレン
ダーなどを飾って本人が居心地良く過ごせる
ように工夫している。
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事業所名 　グループホームオアシスことしば

作成日：　令和　3　年　9　月　4　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4

全職員での自己評価への取り組み 全職員で自己評価を行い、良い点や悪い点
を含め課題を見つけ目標達成に向けて取り
組む

１．具体的な記述を心掛ける
２．課題や目標について話し合う

1年

2 35

全職員が応急手当や初期対応の実践力を身に
着けるための定期的な研修の継続

内部研修の充実・継続を図る １．応急手当や初期対応などの研修の実施
２．研修計画をたて実践し記録に残す

2年

3 36

地域との協力体制の構築に向けた取り組みの
継続

地域との協力体制の再度確認を図る（新型
コロナ感染予防にて、地域との交流が行え
なかった為、継続する）

１．地域へ向けたＰＲ活動の継続
２．地域委員を増やしていく活動の継続

2年

4

5

【目標達成計画】　

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　２．　　目　標　達　成　計　画


